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１ 教科等 学級活動 

      内容（ア）自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成  

 

２ 題材設定の理由 

本校では、人権学習や学校行事、日頃の関わり方の中で、一人一人が自分のことを受容し、孤立する

人が少ない集団作りを目指している。また、生きづらさを感じる方々が少しでも自分らしさを大切にし

て生きていけるような社会を、これからの生徒たちに創っていって欲しいと考えている。そこで、本授

業では、講師の竹内清文氏をお招きし、『周りとちがって大丈夫～LGBTQ・性の多様性～』の講

演を通して「多様な性」の在り方に関心をもち、「ちがい」を受け入れようとする素地を育み、「自

分らしさ」を大切にした温かで柔軟な考えと態度を育成していきたい。講師との意見交流や異学年のグ

ループで話し合うことで、多様性を尊重する心や自分を大切にする気持ちを高めるとともに、様々な価

値観に触れる楽しさや喜びを感じることで、他者との関係性を上手く築くことができるよう、本題材を

設定した。 

 

３ 各学年の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第１学年 

多様な性の在り方について

理解している。 

自分の意見をもって話し合

い、発言することができてい

る。 

多様な考えを聞き、今後自

分が大切にしたいことについ

て考えを深め、自己実現を図

ろうとしている。 

第２学年 

多様な性について学ぶこと

を通して、いろいろなものの

見方や考え方があることを理

解している。 

多様な意見について考え、

伝え合っている。 

多様な考えを聞き、今後自

分が大切にしたいことについ

て考えを深め、自己実現を図

ろうとしている。 

第 3 学年 

生きづらさを生み出す社会

の問題や、人はそもそも多様

であるべきだという、当事者

の思いを共感的に理解してい

る。 

多様な意見を聞きながら、

質問や共感を伝えることで、

グループでの話し合いを深め

ている。 

多様であるべき社会につい

て自分の考えをもち、グルー

プ活動では、ファシリテータ

ーとしての役割を果たそうと

している。 

 

４ 事前の指導 

 生徒の活動 教師の指導・支援 評価規準及び評価方法 

 

 

 

第 1 学年 

・『トランスジェンダー西原

さつきさん（True Colors 

CHANNEL）』のインタビュ

ー動画から性の多様性や個

性について考える。 

・当事者の生きづらさへの共

感と、生み出す社会課題に

ついて考えさせる。 

・個人の考えを否定しないよ

う留意する。 

・性の多様性について理解し

ている。 

【知識・技能】 

（ワークシート） 

・自分の考えをもち、発言や

【人権課題：性的マイノリティ】 
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・参考資料を使い、性の多様

性について知る。 

 

・性の多様性について、

LGBTQ 当事者だけの課題

ではなく、一人一人がそも

そも多様であることを押さ

える。その上で、社会の課

題について考えさせる。 

ワークシートで表現してい

る。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート） 

第 2 学年 

 

第 3 学年 

・参考資料を使い、性の多様

性について知る。 

 

 

 

 

・性の多様性について、

LGBTQ 当事者だけの課題

ではなく、一人一人がそも

そも多様であることを押さ

える。その上で、社会の課

題について考えさせる。 

・生きづらさを抱える人を生

む社会の課題について理解

している。 

【知識・理解】 

（ワークシート） 

＜参考資料＞ 

『りんごの色～LGBTQ を知っていますか』             大分県 人権啓発（マンガ冊子） 

『きみと友達でいたいから～知りたい、多様な性のかたち～』  大阪市 人権ユニバーサル事業（動画） 

 

５ 本時（本実践）と人権教育 

〇多様性を認め、共に生きようとする開かれた心と態度を育てる。      【価値的・態度的側面】 

○よりよい集団として活動するための適切なコミュニケーションを実践することができる。 

【技能的側面】 

 

６ 本時のねらい 

・性のあり方は自分を含めて一人一人違うことを理解し、互いの違いを大切にするために自分ができ

ることを考える。 

・よりよい人間関係を形成していくために多様な考えを受け入れることについて、意見交換したり、考

えを共有したりすることで、互いの個性や立場を尊重し、考えを深めることができる。 

 

７ 本時の展開                      ★人権教育の視点から特に重要なこと 

 生徒の活動 教師の指導・支援 

〇講師 ●教員 

評価規準及び 

評価方法 

 

導 

入 

・講師の紹介 

・演題『周りとちがっても大丈

夫～LGBTQ・性の多様性～』

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

一 

・当事者の生きづらさを知り、

自分らしさを認める大切さ

に気付く。 

・社会の課題について聞き、講

師に聴いてみたいことを考

えながら参加する。 

 

・３～４人グループで、講師に

聞いてみたいことを出し、講

師と意見交流する。 

 

 

 

★各学年の担当教員で、内容が深まる

（これからの生き方につながる）よう

な質問をピックアップしながら机間

指導を行う。 

〇質問の中で、性的指向や性自認につい

ての基礎知識を加えながら説明する。 

 

 

 

 

○多様な性について

学ぶことを通し

て、いろいろなも

のの見方や考え方

があることを理解

することができた

か。 
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【知識･技能】 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

二 

・チームが効果的に機能するた

めに必要なことを知る。 

・価値観の違うメンバーで話し

合うことのメリットを知る。 

 

問１：『認める』ってどういう

こと？ 

（１）個人で考え、ワークシー

トに記入する。 

（２）グループで共有する。 

・3 年生を中心に、相互に質問

や感想等のやり取りをするこ

とで、話し合いを深める。 

（３）全員席を移動して、他グ

ループのメンバーと意見

交流をする。 

 

 

 

問２：『十人十色の学校』とは？ 

・個人で考え、ワークシートに

記入する。 

・グループで共有する。 

・グループの代表が、何グルー

プかグループ内で出た意見

をまとめて、全体共有する。 

・3 年生を中心に、相互に質問

や感想等のやり取りをする

ことで、話し合いを深める。 

〇効果的な資料を用いることで、話し合

いが円滑に進むようにする。 

 

 

 

〇具体的な行動も合わせて考えられる

ようにする。 

 

 

●グループでの話し合いが円滑に行わ

れるように、机間指導をしながら補助

する。３年生にリーダーシップを発揮

するよう促す。 

●普段あまり交流のない仲間との積極

的な交流を促す。 

 

 

 

 

★自分自身の生活やクラスの在り方な

どに目を向けさせ、生徒一人一人の考

えを尊重し、望ましい集団の在り方等

について考えることができるよう補

足する。 

●グループでの話し合いが円滑に行わ

れるように、机間指導をしながら補助

する。３年生の声掛けの仕方等の補助

をする。 

●話し合い活動が苦手な生徒へ声を掛

け、話し合いが進むようにする。 

 

 

 

 

 

 

○自分の意見を伝え

られているか。 

【思考・判断・表現】 

（発言の内容） 

○多様な意見を聴き

ながら、質問や共

感を伝えること

で、グループでの

話し合いを深めよ

うとしているか。 

【思考・判断・表現】 

（発言の内容･ワー 

クシート） 

 

○多様な考えを聞

き、今後自分が大

切にしたいことに

ついて考えを深

め、自己実現を図

ろうとしている

か。 

【主体的に学習に取

り組む態度】 

（ワークシート） 

終 

 

末 

･講師から、これから大切にし

てほしいことへのメッセージ

を聴く。 

  

◎「十分満足できる活動の状況」と判断する生徒の姿 

・性のあり方は自分を含めて一人一人違うことを理解し、互いの違いを大切にするために自分ができる

ことを考えようとしている。 

・よりよい人間関係を形成していくために多様な考えを受け入れることについて、意見交換したり、考え

を共有したりしようとしている。 

 

互いを認め自分らしくいることができるために何が必要か考えよう。 



- 4 - 

 

8 事後の指導 

 生徒の活動 教師の指導・支援 評価規準及び評価方法 

 

 

 

全 

学 

年 

・『十人十色の学校とは』に

ついての考えを掲示用のシ

ートに記入する。 

・これから自分が大切にした

ことについて振り返りをす

る。 

・自分の考えを大切に記入するよう

声掛けをする。 

・考えたことが自分の実践行動に

結びつく表現を考えるように補

足する。 

・講演会やグループ活動

で、新たに触れた価値観

について考えながら振

り返りができているか。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート） 

・各学年で、人権学習や人権

講演会を受けて考えたこと

をレポートにまとめる。 

・自分の言葉で文章にできるよう

に、文章を書くのが苦手な生徒は

やりとりを繰り返しながら、考え

をまとめることができるように

する。 

・自らの課題として理解を

深め、今までの学習した

振り返りながら、自分の

行動につなげようとし

ているか。 

【思考・判断・表現】 

（レポート） 

 

 

 

 

竹内氏による講演の様子 

個人の考えをグループで共有している様子 

異学年での交流 


